
以下はNuFIT5.2の混合角，質量２乗差などを用いて先行研究
の模型の再解析を行なった結果である.
n SM + 右巻きニュートリノ + SU(2) singlet スカラー 𝝈

→ 2𝜎の範囲で生きている模型が存在.

Ø 生きている模型の予言(質量，マヨラナ位相，有効質量)

n SM + 右巻きニュートリノ + SU(2) doublet スカラー 𝚽

→ 2𝜎の範囲では排除, 𝐁𝟑のみ3𝜎の範囲で(点で)生きている.

Ø 生きている模型の予言(質量，マヨラナ位相，有効質量)
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n 研究背景
Ø U 1 !!"!"模型はミューオンg-2を補正．

Ø ニュートリノに関する様々な実験結果の精密化．
→ 単純な標準模型の拡張は実験の説明が難しい．

n 我々の目的
Ø実験と整合するU 1 !!"!"gauge対称性に基づくフ
レーバー模型を構築すること．

Ø可能な模型を用いて実験で決定されていないニュー
トリノの質量やマヨラナ位相に予言を与えること．

n ニュートリノ質量
Øレプトンの混合行列を用いた一般的な表示は，
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𝑚):軽いニュートリノの質量 𝛼):マヨラナ位相
𝑉)*:混合角やCP位相をまとめて書いた成分

Øシーソー機構を用いた表示は，
ℳ!# ≃ −ℳ- ℳ.
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→これらを比較することで条件式が得られる．

n 2 zero texture(minor) ニュートリノ質量行列
Ø U 1 !!"!"gauge模型にはシーソー機構を通して質量行
列(やその逆行列)に以下の構造をもつものが存在．
ℳ$#のうち２つの成分が0 → 2 zero texture
ℳ$#

"%のうち２つの成分が0 → 2 zero minor
Ø 0成分の位置によって以下のように呼ばれる．
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, 𝐁𝟒:
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n 解析に使う条件式の例
Ø 𝐁𝟑textureの場合
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Ø 𝐂 minorの場合
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n まとめ
新しいNuFIT5.2のデータを用いてSM＋右巻きニュー
トリノにスカラーを1つ加える最小の拡張模型を解析した．
𝝈を加える拡張では2𝜎の範囲で生きている模型があり，
𝚽を加える拡張では逆階層で𝐁𝟑の構造を持つ場合のみ3𝜎
の範囲に生きている模型が存在した．
n展望
NuFIT5.2のデータのみに基づく解析では𝚽のみを加え
た模型が3𝜎の範囲で許された．しかし，Atomic Parity 
Violation(APV)やメソン崩壊(MD)からの制限を考えるこ
とで𝚽を1つだけ加える拡張を排除できる可能性がある．
今後はこのような制限について考慮した詳しい解析を
行っていく．
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